
地域密着型サービス運営推進会議 報告書 

 

会議名称：令和３年度 第５回（第９３回）地域密着型運営推進会議 

 

事業所名：グループホームなのはな 

 

種  類：グループホーム 

 

日  時：令和３年 １２月２６日（木） １３時００分 ～ １３時３０分 

 

会  場：グループホームより送付の資料をご覧いただき、ご意見等を寄せて頂く 

    ※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、書面上の会議といたしました。 

 

出席者（ご意見を頂いた方） 

区分 人数 区分 人数 

利用者代表    

利用者の家族 ２ 市役所職員 １ 

地域住民の代表  その他  

知見を有する者  事業者 ３ 

 

（１）入居者さまの状況報告 

※現在９室満室  

・ １１／ １  体重測定 

・ １１／１６  往診 

・ １２／ １  体重測定 

・ １２／１５  女性利用者様（９３歳）退院 〈１１／５～入院〉 

・ １２／２３  女性利用者様（８７歳）退院 〈１２／８～入院〉 

・ １２／２１  往診 

 

（２）行事実施報告           

・ １２／ ４ 焼いも 

        ３日間仕込んだ芋で焼いも！！皆さまホクホクの焼いもを召し上がり、

「これはうまい！！待った甲斐があるわ！」と頬を赤らめていました。 

 

・ １２／２５ 女性利用者様（８７歳）の誕生日会、クリスマス会 

        クリスマスムード一色！歌やゲームで盛り上がりました。サンタさんが登

場すると、「ええもんくれ～！笑」と皆さんとてもノリが良く、満面の笑

みでプレゼントを受け取ってくださいました。 

 

※行事については、新型コロナウイルス感染拡大防止策（手指消毒、マスク着用等）を講じた 

うえで実施しております。また、密を避けるため外出支援については施設周辺の散歩を実施 

しています。 

 

（３）行事予定報告 

・ １／ １ お正月 

・ １／３０ 女性利用者様（９２歳）の誕生日 

 

（４）職員の状況等 

・ １１／ ６ オンライン研修「新型コロナウイルス感染症対策研修会」 

主催者：三重県医療保健部感染症情報プロジェクトチーム 

        講 師：三重県医療保健部 Ｉ氏・Ｈ氏 、鈴鹿厚生病院 看護師 Ｏ氏  



        新型コロナウイルス感染症と予防対策について受講 

 

・ １１／２５ 第６回志摩地域多職種交流会 

主催者：県立志摩病院 

        講 師：志摩病院 作業療法士 Ｍ氏 、地域連携 Ｍ氏 

        精神疾患の人に対する作業療法について受講 

施設や病院の面会制限等について情報交換を実施 

 

・ １２／ ２ 女性スタッフ１名入社 

 

・ １２／１３ 女性スタッフ１名退社 

 

・ １２／１５ オンライン研修「高齢者の権利擁護・身体拘束・虐待」 

        主催者：一般社団法人 三重県地域密着型サービス協議会 

        講 師：楠井法律事務所 弁護士 Ｉ氏 

        高齢者の権利擁護・身体拘束・虐待について受講 

 

（５）その他報告、連絡事項 

〇２件の転倒事故の発生について 

・１１月に１名、１２月にも１名の利用者様が入院されましたが、どちらも転倒事故によ

る骨折が原因です（現在は２名とも無事退院され、穏やかに過ごされています。）。 

・１１／５の転倒事故発生を受け、事故検討会や定例会議で、当人だけでなく各利用者様

の移動時の危険要因を抽出し、対策を講ずるよう全スタッフで共有しました。 

・その後、都度検証・評価・対応等を行い、事故の再発防止に努めてまいりましたが、 

１２／７の深夜に居室内での転倒事故が起きてしまいました。 

・１２／７の転倒事故の発生を受け、事故検討会では特に夜間の対応に焦点をあて、当人

の身体状態や精神状態及び生活習慣から危険要因を抽出し、対策を講ずるよう全スタッ

フで共有しました。 

・グループホームの利用者様は全員が認知症であり、ケガや病気のリスクが高い状態に 

あるため、安全対策への介入が不可欠です。一方で、安全対策への介入は、ときに本人

の尊厳を傷つけてしまう恐れがあります。 

・ グループホームの本質は自立支援を目的としており、スタッフは利用者様一人ひとり 

の尊厳を重んじているため、特に尊厳を傷つけないか注意して事故防止対策を検討して

います。 

・ 認知症をもつご高齢者は、考えることができないのではなく、むしろ“自分で考えて 

行動”します。本人自身は危険を感じていないことが多く、「自分はできる、大丈夫だ」 

と信じています。そのため、リスクを小さくしようとする関わりは、ときに本人は考え 

を否定されたように感じたり、ストレスになって認知症状を悪化させ、かえってリスク 

が大きくなることもあります。 

・ このように、認知症の方及び認知機能の低下した状態の方に対して事故防止対策を考

えるにあたっては、本人の尊厳の保持に留意しつつ有効な対策を模索するところに難し

さがあります。今回の転倒事故事例は、夜勤帯であったことから、人員の手薄い時間帯

における巡回の時間帯や方法などを含めた業務フローを検討する必要があると考えて

います。 

・ 今後、事故防止対策の検証・評価・対応改善を継続してより快適で安全な環境づくり 

に努め、利用者様が安心して生活できるように支援していきます。 

〇新型コロナウイルス感染症について、政府の方針を参考に、感染者数や地域の状況に応じ

て面会制限等の扱いを検討していく予定です。 

〇今後も感染予防への取り組みを徹底し、利用者様に安心して過ごしていただけるよう努力

してまいります。 

 

 



（６）質疑応答・ご意見等 

・ご家族様 

① いつも丁寧に対応していただきありがとうございます。またいつでも連絡してくだ

さい。面会は変異ウイルスやインフルエンザもありますし、しょうがないと思いま

す。スタッフの皆さんも体調を崩されないよう頑張ってください。 

② 会えて良かったです。色々とよくしてもらってありがとうございます。 

 

・市役所職員様 

【運営推進会議について】 

  新型コロナウイルス感染症対策を行いながらも、工夫をしながら季節を感じるイベント

の開催をされており、特に１２月４日の焼き芋では、利用者様が喜ばれている様子がとて

もよく分かりました。 

  また、面会制限等の扱いについて、厚生労働省より「高齢者施設におけるワクチン接種

等を踏まえた面会に係る事例集について」（令和３年１２月１５日付け事務連絡）が示さ

れておりますので、検討の参考としていただきますようお願いします。 

２０２１年は、市行政に多大なるご協力をいただき誠にありがとうございました。 

  来年は、より幸せ多き一年となりますことを心よりお祈りしています。 

 

以上 

  

【次回】 令和４年 ２月１７日(木) １９：００～２０：００の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


